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茶
の
花
や
わ
れ
に
後
れ
し
わ
れ
に
会
ふ　
　
　
　
　
　
　

井　

上　

菜
摘
子

　

茶
の
花
は
静
か
に
思
い
を
呼
ぶ
、「
わ
れ
に
後
れ
し
わ
れ
」
す
な
わ
ち
ま
だ
自
分
で
は
な
い

吾
、
待
ち
望
ん
で
い
た
吾
か
も
知
れ
な
い
、
そ
ん
な
「
わ
れ
」
に
出
合
え
た
、
茶
の
花
の
た
め

に
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
覗
き
こ
ん
だ
自
分
を
う
ま
く
描
い
て
い
る
。

　
　

深
秋
を
お
し
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か
る
か
に
燭
揺
る
る　
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田　

冨
美
子

　
　

風
神
は
琳
派
か
紅
葉
吹
き
上
ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

希　

眸

　

前
句
の
蝋
燭
の
揺
れ
の
誘
い
、
後
句
の
「
琳
派
」
な
る
風
神
の
浮
か
び
上
が
ら
せ
方
に
非
凡

な
も
の
を
感
じ
る
。



冴
ゆ
る
日
の
真
昼
の
重
さ
翳
つ
く
る

風
花
や
草
書
と
き
め
く
文
あ
り
て

氷
る
に
は
神
の
あ
そ
び
の
手
水
鉢

雪
催
か
ら
す
ひ
と
声
悔
こ
ぼ
す

ら
ふ
ば
い
の
風
の
さ
さ
や
き
を
ん
な
神

寒
明
の
樹
々
に
も
恵
み
翳
ふ
や
す

　

山
下
薹
華
氏
追
悼 

冬
の
夜
の
君
亡
き
闇
の
中
に
ゐ
る

遅
ざ
く
ら
暗
示
解
か
れ
て
ヒ
ト
と
成
る

蛇
穴
を
出
す
ぎ
て
穴
を
か
へ
り
み
る

畦
の
木
の
芽
吹
き
を
囃
す
は
ぐ
れ
鳥

波
ご
と
に
夏
を
い
ざ
な
ふ
渡
し
舟

う
そ
二
つ
噛
み
合
つ
て
ゐ
る
青
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ぎ
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さ
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ん
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へ
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呼
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な
神

う
そ
二
つ
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船
が
渕
の
あ
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わ
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な
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び
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の

ネ
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入
口
に
と
が
ら
し
生
け
て
け
ぢ
め
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す

一
人
行
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へ
切
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な
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春
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立
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い
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白
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義
士
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タ
レ
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義
士
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笑
顔
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義
士
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鬨
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く
小
春
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播
磨
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川
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光

一
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垣
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追
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踏
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り
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葉
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に
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ら
に
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追
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井
上
菜
摘
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茶
の
花
や
わ
れ
を
後
れ
し
わ
れ
に
会
ふ

落
葉
踏
む
わ
が
身
の
ど
こ
か
踏
ん
で
ゐ
る

杉
落
葉
も
ど
る
標
の
失
せ
て
を
り

週
明
け
の
メ
ー
ル
白
鳥
が
来
て
を
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ふ
る
里
の
合
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埋
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あ
り
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郎
然
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に
種
火
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こ
ろ
に

深
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お
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は
か
る
か
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燭
揺
る
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と
き
を
り
は
つ
じ
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ま
合
は
す
か
い
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ぶ
り

六
波
羅
蜜
風
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影
追
ふ
空
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の
忌

鵙
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い
て
藍
絵
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富
士
の
低
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伊
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眸

十
指
よ
り
こ
ぼ
る
夜
語
り
シ
ヨ
ー
ル
編
む

韋
駄
天
に
加
速
つ
き
た
り
山
に
雪

灯
明
の
や
う
に
麓
の
冬
ざ
く
ら

風
神
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琳
派
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紅
葉
吹
き
上
げ
る

冬
夕
映
え
闇
の
狭
間
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広
が
り
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訪
ね
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人
多
き

人
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祈
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挨
拶
ク
リ
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マ
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ク
リ
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マ
ス
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土
料
理
を
持
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寄
り
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